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石
応
の
児
童
と
交
流
し
た
よ 

 
 

戸
祇
の
子 
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ 

八
月
二
日
（
土
）
・
三
日
（
日
）
の
両
日
、
恒

例
の
「
戸
祇
の
子
キ
ャ
ン
プ
」
を
開
催
。
今
年
は

石
応
（
こ
く
ぼ
）
小
学
校
児
童
と
の
合
同
キ
ャ
ン

プ
と
し
て
、
一
日
目
は
三
島
を
、
二
日
目
は
石
応

を
会
場
に
互
い
に
交
流
を
図
り
ま
し
た
。 

            

   

戸
祇
の
子
キ
ャ
ン
プ 

   

こ
の
合
同
開
催
は
、
三
島
小
の
都
校
長
が
今
年

春
に
石
応
小
か
ら
赴
任
し
て
き
た
こ
と
が
縁
で

実
現
し
た
も
の
。
石
応
か
ら
は
児
童
と
共
に
十
数

人
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
も
参
加
。
夜
は
、
三
島
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
親

同
士
の
楽
し
い
交
流
会
も
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

楽
し
か
っ
た
戸
祇
の
子
キ
ャ
ン
プ 

 
 
 
 
 
 

東
谷 

遼
次 

君
の
感
想
文
よ
り 
 

「
戸
祇
の
子
キ
ャ
ン
プ
」
の
日
は
、
ぼ
く
に
と
っ

て
三
島
小
学
校
の
子
と
初
め
て
会
う
日
で
し
た
。 

 

一
日
目
の
最
初
は
川
に
ウ
ナ
ギ
の
仕
掛
け
を

か
け
ま
し
た
。
そ
の
他
に
テ
ン
ト
立
て
や
ク
イ
ズ
、

花
火
な
ど
い
ろ
ん
な
こ
と
を
し
ま
し
た
。
夜
は
、

テ
ン
ト
の
中
で
、
み
ん
な
と
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を

話
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

二
日
目
の
石
応
で
は
、
海
で
泳
い
だ
り
海
鮮
バ

ー
ベ
キ
ュ
ー
を
食
べ
た
り
、
ま
た
ス
イ
カ
割
り
も

し
ま
し
た
。
最
後
に
は
、
お
み
や
げ
も
い
た
だ
き
、

ほ
ん
と
う
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
と
て

も
楽
し
い
一
泊
二
日
の
キ
ャ
ン
プ
で
し
た
。 

 
 

 

い
つ
ま
で
も
元
気
で
健
や
か
に 

    
 

  
 

三
島
地
区 

敬
老
行
事 

 「
敬
老
の
日
」
と
な
っ
た
九
月
十
五
日
（
月
）
、

三
島
地
区
敬
老
行
事
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

行
事
へ
招
待
さ
れ
た
七
十
歳
以
上
の
お
年
寄

り
は
今
年
、
三
島
地
区
で
５
９
６
人
。
そ
の
内
、

２
６
３
人
の
皆
さ
ん
が
、
会
場
と
な
っ
た
三
島
小

学
校
へ
元
気
に
ご
来
場
し
て
頂
き
ま
し
た
。 

式
典
で
は
、
米
寿
表
彰
が
行
わ
れ
、
松
浦
町
長

と
瀧
谷
Ｊ
Ａ
支
所
長
か
ら
賞
状
と
記
念
の
品
が

手
渡
さ
れ
ま
し
た
。 

 

今
年
、
米
寿
表
彰
と
な
っ
た
皆
さ
ん 

芝 
 

弘
さ
ん
（
小
松
） 

小
越 

英
子
さ
ん
（
小
松
） 

渡
辺
浦
雄
さ
ん
（
小
松
） 

山
口
郁
都
子
さ
ん
（
延
川
） 

坂
本
ヨ
シ
コ
さ
ん
（
延
川
）
清
家 

靜
惠
さ
ん
（
川
上
） 

 

 

三
島
公
民
館
だ
よ
り 

平成 20 年 

9月 

 
夜のお楽しみ「キャンプファイヤー」で、手をつなぎ
輪になって「マイム マイム」を踊る両校児童ら。 
指導に当った青年団も今やフォークダンスを知らない
世代。キャンの前には、元青年団の地元のおばちゃん
達から、その踊り方を伝授してもらったという事です。 

「演芸の部」初出演の「壱体誰造さ
ん（宿毛市）」の七変化のステージ。
舞台そでに引っ込んだかと思うやい
なや、あっという間に和服やドレス
に装いを変える妙技に、客席から大
きな拍手が贈られていました。 



い
つ
ま
で
も
変
ら
ぬ
故
郷
で 

 
 

三
島
夏
祭
り
納
涼
盆
踊
り
大
会 

 

帰
郷
さ
れ
た
人
々
と
、
こ
の
地
で
暮
ら
す
多
く
の

人
の
「
ふ
れ
あ
い
の
場
」
と
な
る
三
島
夏
祭
り
盆
踊

り
大
会
が
八
月
十
五
日
（
金
）、
雨
の
天
気
予
報
を

振
り
払
い
、
好
天
の
下
、
三
島
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。 

 

 
 

               

今
年
の
演
芸
ス
テ
ー
ジ
に
は
、
高
知
県
宿
毛
に
本

拠
を
構
え
る
「
ソ
ウ
ル 

ク
リ
ー
ム 

ダ
ン
ス 

ス

タ
ジ
オ
」
か
ら
選
り
す
ぐ
り
の
ダ
ン
ス
チ
ー
ム
が
出

演
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ド
ラ
マ
で
今
大
人
気
と
な
っ
て
い
る

ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
ダ
ン
ス
を
披
露
し
て
頂
き
ま
し
た
。 

メ
イ
ン
の
盆
踊
り
で
は
変
更
点
が
二
つ
。
こ
れ
ま

で
草
を
削
り
土
の
上
で
踊
っ
て
い
た
も
の
を
、
今
年

は
一
面
に
生
い
茂
っ
た
芝
生
を
そ
の
ま
ま
残
し
て

使
っ
た
ほ
か
、
観
客
席
を
「
む
し
ろ
」
か
ら
絨
毯
敷

き
と
し
ま
し
た
。
踊
る
方
も
観
る
方
も
気
持
ち
の
良

い
盆
踊
り
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

花
火
前
の
踊
り
子
審
査
は
例
年
ど
お
り
。
熱
心
に

練
習
に
励
ま
れ
た
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
当
日
も
素
晴

ら
し
い
踊
り
を
披
露
し
て
頂
い
た
踊
り
子
さ
ん
に
、

Ｊ
Ａ
と
商
工
会
か
ら
賞
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
今
年

の
グ
ッ
ド
ダ
ン
サ
ー
に
選
ば
れ
た
皆
さ
ん
は
次
の

と
お
り
で
す
（
敬
称
略
）。 

 
 

          

老
若
男
女
が
集
い
大
賑
わ
い 

    
 

  

三
島
ふ
れ
あ
い
夜
市 

             

七
月
十
九
日
（
土
）、
Ｊ
Ａ
三
島
支
所
を
会
場
に
、

復
活
２
年
目
と
な
る
「
三
島
ふ
れ
あ
い
夜
市
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

昨
年
は
予
想
を
上
回
る 

席
が
不
足
し
て 

来
場
者
に
用
意
し
て
い
た 

席
が
足
り
な
か
っ
た
た
め 

今
年
は
四
十
席
を
追
加
。 

そ
れ
で
も
立
ち
見
客
が
出 

る
程
の
盛
況
ぶ
り
で
し
た
。 

 

カ
ラ
オ
ケ
や
腕
相
撲
も 

多
く
の
飛
入
り
が
出
て
、 

大
賑
わ
い
の
一
夜
と
な
り 

ま
し
た
。 

火文字「ふるさとみしま」。静かにそして優しく燃える７つの火は、商工会
青年部が一つ一つ心を込めて製作したものです。また火文字の点灯に合わ
せ、今年もコールナチュレルさんに唱歌「ふるさと」を合唱して頂きました。 

ビアガーデン・おいしいもの屋台・射的・お菓子釣り堀・

カラオケ・小松保育所園児と三島小児童の踊りや合唱・

腕相撲大会・宝探しなど内容も盛りだくさんの一夜。 

踊り子審査の結果 
最優秀 ゆりの会の皆さん 

広 見 杉本 和己 杉本 順子 

下大野 井伊 和男 五島  敬 

小 松 畦地 英子 渡辺ミツギﾞ 

延・久 林  武伸 中町 達夫 

優 秀 

川 上 宮内冨艸子 古用 悦子 

 今
年
は
、芝
生
の
上
で
の
気
持

ち
の
良
い
盆
踊
り
と
な
り
ま

し
た
。 



夏祭り 各会計の決算概要 
納  涼  盆  踊  り  大  会 

収 入 の 部 （単位：円） 支 出 の 部 （単位：円） 
町 補 助 金 93,000 町夏祭りに係る町補助金 報 償 費 276,896 演芸出演・部落報償費等 
助 成 金 300,000 自治会一般会計から 消 耗 品 費 76,832 紙コップ・乾電池等 
負 担 金 258 自治会組別負担金から 通信運搬費 900 案内ハガキ代 
繰 入 金 99,855 前年までの負担金等残金 手 数 料 6,000 紅白幕クリーニング代 
雑 収 入 13,065 出店料、預金利子 会 議 費 70,550 実行委員会・反省会費 

   借 上 料 75,000 音響器材代 
計 506,178  計 506,178  

打 上 げ 花 火 大 会 

寄 付 金 228,000 商工会青壮年部関係 打上げ花火 700,000 花火代 
負 担 金 532,742 自治会組別負担金から 報 償 費 50,000 消防団・商工会へ 
雑 収 入 458 預金利子 通信運搬費 3,300 寄附お礼状ハガキ代 

   手 数 料 7,900 花火許可申請手数料 
計 761,200   761,200  

●自治会組別負担金  計 533,000 円：盆踊り大会へ 258 円・花火大会へ 532,742 円（今年度全額使用） 
                  今年も各戸 1,000 円のご負担頂き、本当にありがとうございました。 
●青壮年部関係寄附金 計 228,000 円：今年度花火大会へ 228,000 円  
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◎ 

清
家
鈴
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清
家
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務
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戸
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功
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酒
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二
宮
栄
進
堂 

松
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哲 

村
上 

政
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駐
在
所
長 

中
川
商
店 

梶
原 

一
男 

小
松
Ｄ
Ｅ
伊
手 

小
料
理 

吟 

井
伊
香
代
子 

戸
田
鮮
魚
店 

 

◎ 

松
本
健
志 

岩
本 

達
雄 

三
島
建
設 

松
浦 

正
樹 

菅 

加
寿
一 

高
瀬 

文
男 

桐
島 

森
男 

蛭
谷 

豊
美 

渡
辺 

吉
輝 

渡
辺 

重
亀 

松
浦 
正
美 

松
本 

健
志 

 ◎
程
内
奈
美
子

芝
サ
ー
ビ
ス 

坂
本 

 

誠 

Ｊ
Ａ
三
島 支

所 

葛
川 

熊
夫 

三
島
ど
ん
こ 

 

ガ
ー
メ
ン
ト 

程
内
製
材
所 

中
岡 

克
仁 

都 
 

明
治 

橋
村 

利
男 

三
島
石
油
店 

 

◎
樋
口 

正
明 

本
土 

金
城 

ウ
イ
ン
グ
ス 

ア
カ
ネ
食
堂 

ヒ
グ
チ
電
設 

 
件
数 

計 

 
 

六
八
件 

金
額 

計 

二
十
二
万 

八
千
円 

商
工
会 

青
壮
年
部
関
係 

打
上
げ
花
火
寄
付
金
に
つ
い
て 

今
年
も
商
工
会
三
島
支
部
青
壮
年
部
の
呼
び
か
け
に
よ
り
、
地
域
の
皆
さ
ん
か
ら
た
く
さ
ん

の
寄
附
が
集
ま
り
ま
し
た
。
お
か
げ
で
、
素
晴
ら
し
い
花
火
大
会
と
な
り
ま
し
た
。
ご
寄
附
を

頂
い
た
皆
さ
ん
、
ま
た
寄
附
集
め
に
ご
尽
力
頂
い
た
青
壮
年
部
員
の
皆
さ
ん
、
本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 

※
「
◎
」
は
、
寄
附
収
集
に
ご
尽
力
さ
れ
た
皆
さ
ん



 
 
 
 
 
 
 

 我
が
愛
し
の
三
島 

       

 

    

鬼
北
町
消
防
団
第
四
分
団
に
お
い
て
は
、
毎
年
、

三
島
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
お
い
て
夏
季
訓
練
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
訓
練
の
メ
イ
ン
は
、
小
型
ポ
ン
プ
操 

 

こ
れ
も
ひ
と
え
に
消
防
団
員
と
し
て
の
技
術
向
上 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 こ

と
に
し
た
。 

横
の
お
地
蔵
様
周
囲
の
清
掃
を
す
る
事
に
し
た
。 

法
と
一
斉
放
水
で
す
。
訓
練
前
の
約
一
カ
月
間
は
週

２
～
３
回
、
三
島
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
夜
２
時
間
程
度
、
地

区
の
団
員
が
集
ま
り
、
滝
の
よ
う
な
汗
を
流
し
な
が

ら
練
習
に
励
み
ま
す
。
こ
れ
ら
は
た
だ
「
夏
季
訓
練

に
向
け
て
」
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
い
つ
起
こ
る
か
分

か
ら
な
い
緊
急
出
動
に
備
え
、
団
員
と
し
て
技
術
の

向
上
の
た
め
に
と
頑
張
っ
て
い
る
も
の
で
す
。 

さ
て
、
三
島
に
は
今
年
で
す
べ
て
の
部
落
に
自

主
防
災
組
織
が
揃
っ
た
の
で
、
十
二
月
初
旬
の
「
防

火
デ
ー
」
で
は
、
地
域
の
皆
様
と
一
緒
に
訓
練
を

行
う
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
し

て
、
安
全
で
災
害
の
無
い
、
良
き
三
島
で
あ
る
よ

う
に
、
消
防
団
員
一
同
、
一
層
献
身
的
に
活
動
を

し
て
参
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
ご
指
導
ご
支
援

を
賜
り
ま
す
よ
う
宜
し
く
お
願
申
し
上
げ
ま
す
。 

       

ご
寄
附
の
お
礼 

 

三
島
自
治
会
・
三
島
公
民
館
主
催
事
業
へ
、
次

の
方
か
ら
金
一
封
を
頂
き
ま
し
た
。 

 

心
よ
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

香
典
返
し
と
し
て 

六
月
二
十
七
日 

松
浦 

正
美
さ
ん
（
小
松
） 

 

八
月
二
十
二
日 

井
上
ヨ
リ
ヱ
さ
ん
（
小
松
） 

三
島
の
皆
さ
ん
へ
の
日
頃
の
感
謝
と
し
て 

七
月
二
十
三
日 

高
瀬 

 

毅
さ
ん
（
川
上
） 

 

行事の報告・予定 

－ 9 月 － 
 
7 日（日）小学校体育館 
     ガラス清掃 
      8：00～ 

      バレーチーム等 
体育館利用者有志 

 
14 日（土）下大野局長杯 

クロッケー大会 
      8：30～ 
 
15 日（月）三島地区敬老行事 
      9：00～ 
      
21 日（日）三島地区大運動会 
      8：30～ 
      
下旬    戸祇の子学級 
      稲木づくり体験 
 
 

－ 10 月 － 
 

       
12 日（日）三島地区球技大会 

      8：30～ 
 
27 日（月）戸祇の子学級 
      13：15～ 
     いもたき・おはぎ 
     ＆クロッケー大会 
 

祝・祭日には国旗を 
立てましょう。 

 
発 行 者 

鬼北町小松 1523 

三 島 公 民 館 
電話：48-0111 
FAX：48-0303 

 
鬼北町ホームアドレス 

http//www.town. 
kihoku. ehime.jp/ 

 
 

リ
レ
ー 

エ
ッ
セ
イ 

災害の無い地域づくりのために 
－ 消防団 第４分団 － 

戸田 功一 分団長 

忘れ物 ご案内 

 
 
 

 
 
 
 

夏祭りの忘れ物 
○ 高級扇子（ピンク） 
○ 皮手袋（白） 
○ 帽子（カーキ） 
○ サングラス 

敬老行事の忘れ物 
○ 紳士靴（黒・灰・紺） 

夏の夜に熱心に繰り広げられる「夏季訓
練」にむけた「小型ポンプ操法」の練習。 
すべては、地域の安全・安心のために･･･ 

№20 


